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一 般 質 問

一
、
こ
の
関
係
の
関
連
質
問
は
、
以
前
の
定
例
会
で
何
回
か
質
問
を
し
て
い
る
が
、
議
論
の
少
な
い
中
、

今
年
度
よ
り
建
設
事
業
が
着
工
さ
れ
ま
す
。

　
現
段
階
で
設
置
場
所
の
環
境
問
題
や
水
処
理
、
用
地
の
嵩
上
げ
、
運
営
団
体
等
、
事
業
実
施
に
向

け
た
課
題
・
問
題
点
等
が
あ
る
と
思
う
が
、
現
状
で
町
長
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

二
、
多
様
な
小
中
学
生
に
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に
学

習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
整
備
し
た
が
、
整
備
後
の
活
用
や
子
供
達
の
反
応
を
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
子
供
達
の
学
習
力
を
最
大
限
引
き
出
し
、
良
質
な
学
び
を
提

供
す
る
学
習
計
画
や
活
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
伺
う
。
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Ｑ
　
一
、「
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　
　
二
、
情
報
活
用
能
力
育
成
の
学
習
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
後
の
活
用
に
つ
い
て
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一
、
ご
遺
族
の
方
々
が
、
大
切
な
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
な
か
、
不
慣
れ
な
各

種
の
行
政
手
続
き
な
ど
に
戸
惑
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
一
元
的
に
手
続
き
や
相
談
に
対

応
す
る
「
お
く
や
み
窓
口
」
の
設
置
が
必
要
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
自
宅
に

訪
問
し
て
手
続
き
で
き
る
よ
う
な
体
制
も
必
要
と
考
え
る
が
、
行
政
の
考
え

方
を
伺
う
。
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Ｑ
　「
お
く
や
み
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い
て

Ａ
　
一
、
耕
種
農
家
も
含
め
た
発
展
的
な
地
域
振
興
の

取
り
組
み
と
な
る
よ
う
町
と
し
て
責
任
を
果
た
す

　
　
二
、
小
中
学
生
の
授
業
に
お
け
る
適
切
な
活
用
が

確
実
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む

一
、
第
１
期
と
な
る
今
年
度
は
繁
殖
牛
舎
２
棟
、
堆
肥
舎
、
作
業
機
械
等
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
施
設
の
実
施
設
計
業
務
に
着
手
し
て
い
る
。
牛
舎
は
、
堆
肥
を
再
利
用
す
る
「
戻
し
堆
肥
」
方
式

に
よ
り
汚
濁
水
が
発
生
し
な
い
仕
組
み
で
環
境
等
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
設
置
場
所
の

伐
木
や
用
地
の
嵩
上
げ
、
雨
水
等
の
排
水
対
策
等
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
本
体
工
事
の
実
施
に
合
わ

せ
て
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
運
営
体
制
は
新
た
な
生
産
者
組
織
の
体
制
が
固
ま
り
、
施
設
の
運
営
に

必
要
な
要
件
整
備
と
Ｊ
Ａ
る
も
い
と
の
関
連
業
務
の
調
整
に
つ
い
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
周
辺
環
境

に
は
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
取
り
進
め
、
周
辺
の
住
民
に
対
し
て
必
要

に
応
じ
て
説
明
を
行
う
。
引
き
続
き
関
係
者
と
連
携
を
図
り
、
耕
種
農
家
も
含
め
、
発
展
的
な
地
域

振
興
の
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
町
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
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二
、
文
部
科
学
省
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
１
人
１
台
端
末
と
校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
、
小
学
校
低
学
年
で
は
操
作
に
慣
れ
る
た
め
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

タ
ッ
チ
の
練
習
、
高
学
年
に
お
い
て
は
学
習
の
復
習
、
中
学
生
は
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
作
成
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
導
入
期
の
段
階
で
あ
る
。
子
供
達
の
学
習
道
具
の
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
、

教
育
的
ニ
ー
ズ
や
個
別
的
学
習
が
可
能
と
な
り
、
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
力
が
最
大
限
引
き
出
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
育
成
研
修
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
や
整
備
業

者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
、
研
修
機
会
の
充
実
を
図
る
考
え
で
あ
る
。
授
業
に
お
け
る
１
人
１

台
端
末
の
適
切
な
活
用
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
主
体
的
で
多

様
的
な
深
い
学
び
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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長
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Ａ
　
訪
問
手
続
き
を
含
め
、
連
携
を
取
っ
た
中
で

も
っ
と
良
い
も
の
に
検
討
し
て
い
く

一
、
町
で
は
、
平
成
　
年
１
月
に
「
総
合
窓
口
」
を
設
置
し
、
死
亡
や
出
生
な

２３

ど
各
種
申
請
書
の
作
成
な
ど
の
手
続
き
等
を
各
課
の
担
当
職
員
が
「
総
合
窓

口
」
に
お
い
て
一
元
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
相
続
登
記
を
は
じ
め
、
電
気
・
電
話
な
ど
の
役
場
以
外
の
手
続
き
に
お
い

て
も
、
手
続
き
先
を
案
内
し
随
時
、
相
談
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
町
民
に

は
不
便
が
あ
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
役
場
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
対
応
と
し
て
、
予
約
を
頂
い
て
訪
問
対

応
す
る
よ
う
な
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
内
部
で
も
十
分
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
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